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横芝光町農業委員会８月第５回定例総会議事録

１．開催日時 令和８年８月５日(水) 午後１時３０分～午後２時３０分

２．開催場所 横芝光町役場 第３会議室

３．出席委員 （１２名）

会 長 ４番 伊藤 直樹

会長職務代理者 ７番 伊藤 仁

委 員 １番 市原 裕 ２番 伊藤 由美子

３番 土屋 英夫 ５番 椎名 美枝子

６番 若梅 直樹 ８番 鈴木 淳

９番 實川 和幸 １０番 大木 耕一

１１番 平山 和浩 １２番 林 政宏

４．欠席委員 なし

５．農業委員会事務局職員

事務局長 行方 大実

主幹兼農政班長 土屋 史治

６．議事日程

日程第１ 議事録署名委員及び会議書記指名の件

日程第２ 議案第１号

農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決定について

日程第３ 議案第２号

農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意見について

日程第４ 議案第３号

令和８年度第５次農用地利用集積等促進計画（案）の意見について
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７．会議の概要

事務局 これより、令和８年８月第５回農業委員会定例総会を開会します。

はじめに、伊藤会長よりごあいさつ申し上げます。

事務局

事務局

議長

（伊藤会長あいさつ）

続きまして、佐藤町長からご挨拶をいただきます。

（佐藤町長あいさつ）

ありがとうございました。佐藤町長におかれましては、公務のため、こ

こで退席となりますので、ご了承願います。

本日の総会の出席委員は、全員です。会議規則第６条の規定により、本

総会は成立していることをご報告いたします。

それでは、会議規則第４条の規定により、以後の議事進行につきまして

は伊藤会長に議長をお願いします。

これより議事に入ります。日程第１議事録署名委員及び会議書記の指名

を行います。会議規則第１３条第２項の規定により、議長が指名すること

で、ご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしの声がありましたので、指名します。

７番 伊藤仁委員、１２番 林正宏委員に、お願いいたします。

なお、会議書記には、事務局の 土屋主幹 を指名いたします。

事務局

日程第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する

許否決定について上程します。事務局に議案の朗読並びに説明をお願いし

ます。

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決定に

ついて農地法第３条による許可申請書が提出されたので、本会の議決を求

める。

令和８年８月５日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 直樹

今回の３条の許可申請は、７件です。

譲受人と譲渡人は資料１ページから２ページに記載のとおりです。

３ページ以降に、申請地の位置図を添付していますのでご覧ください。

なお、小字については省略させていただきますので、ご了承願います。

１件目の申請地は、二又の畑２筆 計１，０５２㎡と、同じく田９筆

計６，０６５㎡、併せて７，１１７㎡です。位置図は資料の３から６ペ

ージです。譲受人が経営規模拡大のため、以前から管理している農地を、

町外在住の譲渡人から、売買により所有権移転をしようとする申請です。
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議長

３番

議長

２件目は、新井の田５筆 計１０，１８７㎡です。位置図は資料７、８

ページです。農事組合法人である譲受人が、経営規模拡大のため、以前か

ら管理している農地を、県外在住の譲渡人から売買により所有権移転をし

ようとする申請です。

３件目は、宮川の田４筆 計４，８０５㎡です。位置図は資料９、１０

ページになります。譲受人が経営規模拡大のため、譲渡人から、売買によ

り所有権移転をしようとする申請です。

４件目と５件目は、譲受人が同一で、農地も隣接しているため一括でご

説明します。４件目は目篠の田１筆 ５６１㎡です。位置図は資料１１、

１２ページです。５件目は目篠の田１筆 ３８９㎡と、畑２筆 ５９１㎡

の、併せて９８０㎡ですが、現況は田となっています。位置図は資料１３、

１４ページです。

いずれも、農事組合法人である譲受人が、経営規模拡大のため、県外在

住の譲渡人から、売買により所有権移転をしようとする申請です。

６件目と７件目も、譲受人が同一で、農地も隣接しているため一括でご

説明します。６件目は目篠の畑２筆 計５３１㎡です。位置図は資料１５、

１６ページです。７件目は目篠の畑１筆 ４８３㎡です。位置図は資料１

７、１８ページです。

いずれも、それぞれ４件目と５件目と同一の、農業をしない譲渡人が、

以前から管理していた譲受人へ、贈与による所有権移転をしようとする申

請です。

以上、議案第１号の説明でございます。

ただいま議案第１号の朗読並びに説明が終りました。はじめに１件目の

案件について担当委員の説明を求めます。

３番 土屋です。相続したが農業をしない譲渡人から、隣接地を耕作し

ており、以前から当該農地を管理している譲受人へ、売買により所有権移

転をしようとする申請です。申請地では水稲と、キャベツやレタスの作付

けを予定しています。現地を確認したところ、適正に管理されており問題

はないと思います。

ありがとうございました。説明が終わりましたので１件目の案件につい

ての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、１件目の案件について採決を行

います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。
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議長

３番

議長

議長

１１番

議長

議長

１１番

議長

（挙手全員）

全員賛成、よって１件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

次に、２件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

３番 土屋です。相続をしたが後継者がいない譲渡人から、以前から当

該農地を管理している農地適格所有法人である譲受人へ、売買により所有

権移転しようとする案件です。申請地では水稲の作付けを予定していま

す。現地を確認したところ、適正に管理されており、問題ないと思います。

よろしくお願いします。

説明が終わりましたので２件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、２件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

次に、３件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

１１番 平山です。耕作をしておらず、財産処分をしたい譲渡人から、

隣接地を耕作している譲受人へ、売買により所有権移転をしようとする申

請です。申請地では水稲の作付けを予定しています。現地を確認したとこ

ろ、適正に管理されており、問題ないと思います。よろしくお願いします。

説明が終わりましたので３件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、３件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって３件目の案件については、原案のとおり決定いたしました。

次に、４件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

１１番 平山です。相続したが県外に住み農業をしない譲渡人から、経

営規模拡大したい農地適格所有法人である譲受人へ、売買により所有権移

転をしようとする申請です。申請地では水稲の作付けを予定しています。

現地を確認したところ、適正に管理されており、問題ないと思います。よ

ろしくお願いします。

説明が終わりましたので４件目の案件についての質疑を許します。
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議長

１１番

議長

議長

１１番

議長

議長

１１番

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、４件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって４件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

次に、５件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

１１番 平山です。相続したが町外に住み農業をしない譲渡人から、経

営規模拡大したい農地適格所有法人である譲受人へ、売買により所有権移

転をしようとする申請です。申請地では水稲の作付けを予定しています。

現地を確認したところ、適正に管理されており、問題ないと思います。よ

ろしくお願いします。

説明が終わりましたので５件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、５件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって５件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

次に、６件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

１１番 平山です。相続したが県外に住み農業をしない譲渡人から、経

営規模拡大したい譲受人へ、贈与により所有権移転をしようとする申請で

す。申請地ではネギの作付けを予定しています。現地を確認したところ、

適正に管理されており、問題ないと思います。よろしくお願いします。

説明が終わりましたので６件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、６件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって６件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

次に、７件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

１１番 平山です。相続したが町外に住み農業をしない譲渡人から、経

営規模拡大したい譲受人へ、贈与により所有権移転をしようとする申請で
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議長

議長

事務局

す。申請地ではネギの作付けを予定しています。現地を確認したところ、

適正に管理されており、問題ないと思います。よろしくお願いします。

説明が終わりましたので７件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、７件目の案件についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって７件目の案件については、原案のとおり決定いたしま

した。

日程第３ 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に対する

県への意見について上程します。事務局に、議案の朗読並びに説明をお願

いします。

議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意見

について。農地法第５条による許可申請書が提出されたので本会の意見を

求める。

令和８年８月５日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 直樹

申請は３件で、譲受人と譲渡人はそれぞれ資料１ページに記載のとおり

です。また、場所については資料２ページ以降に位置図を記載しておりま

すので、参照願います。

はじめに、１件目の申請は、木戸の畑１筆、１，０４６㎡です。

転用目的は、会社の資材置場及び駐車場です。農地の種別は、第１種農

地に該当しますが、公共的な投資もされておらず、例外規定により転用見

込みです。事業費は、土地の購入費と整地費となりますが、自己資金（会

社資金）を予定しており、資金調達は問題ないと見込まれます。隣接農地

所有者には、当該申請内容について説明済みです。工期は９月１０日から

９月３０日の予定です。

次に２件目の申請ですが、横芝の畑１筆、８６６㎡です。

転用目的は、倉庫用地です。農地の種別は、第２種農地に該当します。

土地改良区と協議済みで、雨水排水は地下浸透処理の予定です。事業費は、

土地の購入費と倉庫建設費用となりますが、資金は自己資金（会社資金）

を予定しており、資金調達は問題ない見込まれます。工期は９月１１日か

ら、翌年３月３１日の予定です。

次に３件目の申請ですが、横芝の田１筆、１９８㎡です。

転用目的は、専用住宅用地です。農地の種別は、第３種農地に該当しま
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議長

４番

７番

事務局

７番

事務局

議長

７番

事務局

議長

す。土地改良区との協議も完了しており、生活雑排水については町道の道

路側溝へ放流予定で、占用許可を取得済みです。事業費は、土地購入費、

整地費、住宅の建築費で、資金は借入金を予定しておりますが、金融機関

の事前審査も完了しており、資金調達ができると見込まれます。

以上、議案第２号の説明でございます。

ただいま、議案第２号の朗読並びに説明が終わりました。はじめに、１

件目の案件について、担当委員は私ですので説明します。４番 伊藤です。

本件について現地を確認したところ、農地として利用されておらず、譲受

人の会社の事業も順調なことから、資材置場及び駐車場の増設もやむを得

ないと思われます。排水についても土地改良区との協議済みであり、周辺

農地への影響も少ないことから転用について問題はないと考えます。よろ

しくお願いします。

説明が終わりましたので、１件目についての質疑を許します。

７番伊藤です。農地が荒れていて、周囲に影響が無ければ転用できるん

でしょうか。

荒れていれば転用できる、というものではありません。周辺に影響が少

ないというのは要件になりますが、種別や位置、土地改良などを考慮して

判断します。

そうは言っても、現地の状況が分からないので転用を認めていいのか悪

いのか判断できない。

そのために事務局と担当委員から説明をしておりますが。

この土地については申請者の自宅兼会社のすぐ傍にあり、申請者は自宅

敷地を駐車場や資材置場に使っています。申請地は長年にわたって農地と

して使われておらず、一体的な広がりの端に位置してますので、転用の影

響も少ないと考えます。

ただいまの説明で分かりました。

次回から申請地の現況写真など、もう少し分かりやすい資料作成につい

て検討いたします。

他に質疑ありませんか。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、１件目についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって１件目については、原案のとおり許可相当として県知
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議長

６番

議長

議長

６番

議長

議長

事務局

事に意見書を送付します。

次に、２件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

６番 若梅です。本件について現地を確認したところ、農地として利用

されておらず、譲受人は自社製品の保管スペース確保のため倉庫の増設が

必要であり、排水について土地改良区との協議も済んでいることから、転

用に問題ないと思われます。

説明が終わりましたので、２件目についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、２件目についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目については、原案のとおり許可相当として県知

事に意見書を送付します。

次に、３件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

６番 若梅です。本件は、現地を確認したところ、町道沿いの住宅地の

中にあり、周辺は住宅に囲まれている状況です。農地として利用されてお

らず、土地改良区との協議も済んでおり、転用に問題ないと思われます。

説明が終わりましたので、３件目についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、３件目についての採決を

行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって３件目については、原案のとおり許可相当として県知

事に意見書を送付します。

つづいて日程第４ 議案第３号 令和８年度第５次農用地利用集積等

促進計画（案）の意見について上程します。事務局から議案の朗読並びに

説明をお願いします。

日程第４ 議案第３号 令和８年度第５次農用地利用集積等促進計画

（案）の意見について

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により、令

和８年度第３次農用地利用集積等促進計画（案）が提出されたので本会の

意見を求める。

令和８年８月５日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 直樹

今回は６件です。１件目から５件目まで、利用権を設定する者が別々の
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方で、借り受けるものは同一の法人となっております。

１件目、資料１ページを御覧ください。表上部の１行目に利用権を設定

をする者（土地所有者）、３行目に利用権の設定を受ける者（耕作者）が

記載してあり、２件目以降も同様です。

権利を設定する農地は、谷中の畑 １筆 ７５２㎡です。

２件目、資料は２ページです。利用権を設定する者は、記載のとおりで

す。権利を設定する農地は、木戸の畑 １筆 １，９１７㎡です。

３件目、資料は３ページです。利用権を設定する者は、記載のとおりで

す。権利を設定する農地は、谷中の畑 ３筆 合計１，３８０㎡です。

４件目、資料は４ページです。利用権を設定する者は、記載のとおりで

す。権利を設定する農地は、谷中の畑 ２筆 合計２，６２３㎡です。

５件目、資料は５ページです。利用権を設定する者は、記載のとおりで

す。権利を設定する農地は、谷中の畑 １筆 合計２，９９４㎡です。

１件目から５件目の設定期間は、すべて認可の広告日から５年間です。

面積の合計は、９，６６６㎡になります。

６件目、資料は６ページです。利用権を設定する者と権利の設定を受け

る者は、記載のとおりです。権利を設定する農地は、於幾の畑 ２筆 計

１，６６０㎡です。設定期間は、認可の広告日から１０年間です。

申請のあった案件につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法

律第１８条第５項２号及び３号に規定されている農用地等の効率要件（耕

作している農地に遊休農地がない）や、農作業の常時従事（年間 150 日以

上）を満たしていると考えます。

以上、議案第３号の説明となります。

ただいま、議案第３号の朗読並びに説明が終わりました。

議案第３号につきましては、耕作者ごとに採決いたします。はじめに、

１件目から５件目の質疑を許します

事務局から申し添えます。当該耕作者が従前から町内各地で集積を進め

ていることについて、作物によっては連作障害を防ぐため、農地を休ませ

るために代わりの農地が必要になること、耕作をしていない土地について

はそういう理由があるとのことです。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、１件目から５件目の案件について

の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めま

す。
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（挙手全員）

全員賛成、よって１件目から５件目の案件については、原案のとおり決

定しました。

続いて６件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、２件目から１０件目の案件につい

ての採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求め

ます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目から１０件目の案件について、原案のとおり決

定しました。

以上で 提案されました議案の審議はすべて終了しました。慎重審議ご

苦労様でした。

以上をもちまして、令和８年８月第５回 農業委員会定例総会を閉会し

ます。


